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対象業務の現状と課題 

現状と課題 

設計 

製造技術 

作業作成 

工程設計 

生産技術 

試作担当 

変更情報 
サンプル 

追加情報 

確認・再確認 
サンプル要請 

設計改善要請 

設計変更連絡 

追加図面・サンプル 

追加図面要請 
サンプル要請 

設計変更連絡 

変更内容確認 

設計改善要請 

設計変更連絡 

再設計変更連絡 設計情報連絡 

過去データ
紛失 

指示 
間違い 

モレ 

ミス 

確認繰返し 
長リードタイム 

（製造技術の仕事） 
設計成果物確認・変更内容確認→設計問合せ 
影響確認・変更情報加工→各担当へ変更依頼 
各担当からの問合せ対応・各種情報の入手 
設計内容・変更内容の改善依頼（再変更依頼） 

設計変更が発生すると... 現状の属人的作業では 

① 散在している情報に変更情報を反映。 

情報の収集に時間がかかる。指示間違いや指示漏れ発生！ 

② 変更による影響の把握 

人のスキルに依存。過去の類似障害を再発！ 
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IoT活用後の目指す姿 

A工場 

工程
1 

工程
2 

工程
3 

工程
4 

変更箇所を把握 
 ⇒後工程影響を見える化 
 ⇒造りやすさ・製造要件をFB 

D工場 

C工場 

B工場 

工程
1 

工程
2 

工程
3 

工程
4 

工程
1 

工程
2 

工程
3 

工程
4 

工程
1 

工程
2 

工程
3 

工程
4 

計画 

実績 

設計～生産システム同士が連携し、設計変更がタイムリーに伝わる 
ものづくりに最適な情報が設計にフィードバックされる 

設計領域 生産領域 
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AS-IS業務シナリオ 
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実証実験のテーマ 

量産前段階での、機能追加による設計変更発生時 

①設計変更に関係する部署が必要な情報を直接入手できる。 
②設計変更による影響を、可能な限り定量に判断できる。 
③各部署の検証結果が、確実に設計に反映される。 

設計変更通知書を送る前に、関係部署での事前検証を行う 
プロセスを追加。事前検証で合意後に設計変更通知。 

実証実験のスコープ 

実証実験でのプロセス 

実証実験の目的 

ミス・モレによる手戻り工数/時間の削減と作業標準化 
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実証実験シナリオ 

ものづくりサービスプラットフォーム   利用プラットフォーム 

作業性の事前検証 

検証用データ 
取り込み 

補足資料 
貼り付け 

ものづくりサービス 
プラットフォーム 

製造技術者 
生産技術者 

設計者 

検証用 
データ 設計 

ノウハウ 

製造性の事前検証 

工数比較 
部品構成評価 
組立可否性,.. 

作業負荷 
保持性、 
視認性、… 

過去事例にもとづく事前検証 
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【事前検証徹底】 
 
関係部署で定量的評
価を行い設計にフィード
バックを行う。 

【データ集約】 
 
評価に必要なデータや 
評価結果はプラットフォ
ームに集約 
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施策 – 設計変更通知前の事前検証徹底 

Now Printing！ 
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実証実験のまとめ 

プラットフォームにデータ集約。情報伝達や管理の効率化ができた。 

関係部署の検証結果がプラットフォーム上に集約。 
次機種開発時には、過去事例を提示することで類似障害を 
低減できた。 

検証用システムにより評価項目を定量化することで属人的判断を 
ある程度排除できた。 

①関係部署が必要な情報を直接入手できる 

②設計変更による影響の定量的判断 

③各部署の検証結果が、確実に設計に反映される 
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成果と今後の課題 

計変更対応は、企業により異なるが、設計と製造・生産技術の、 
いづれかの部署がキーマンとなって属人的作業で回していることが
分かった。 
今回の実証実験である、定量的評価をプラットフォームで結びつけ
ていくことが、設計変更対応に有効であることが実証できた。 

今回の実証実験では、試作段階での設計変更を想定したため 
SCM軸のシステム連携は除外している。 
今後は、量産後の設計変更も想定し、より幅広いシステム連携を 
考慮する必要がある。 

成 果 

今後の課題 
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ご清聴ありがとうございました 


